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『2026年度輻射流体シミュレーションコードARGOTのKokkos移植と性能評価』 
仕様書等に対する質問・回答

項番 該当箇所 質問 回答

1 3.1 Kokkos化の対象範囲について、例えば以下のような範囲が考えられます。
どの程度の規模を想定されておりますでしょうか。

(a) 既存のCUDAカーネル部分のみKokkos化する
(b) 上記に加え、データ構造層もKokkos化する
(c) CPU側のOpenMP並列部分も含めてコード全体をKokkos化する

原則として、(a)です。

2 3.1、3.2 Makefileには、ソルバーの機能を有効にするための複数のコンパイルスイッチがございます。
移植や性能評価はすべての組み合わせに対して実施しますか。

デフォルトで設定される組み合わせを対象とします (た
だし、Kokkos 化 (移植) に関しては全てのパスを対象

にします)。

3 3.1 ARGOTは自己重力のポアソン方程式の求解にFFTW3のMPI版を使用しています。
kokkos-fftはMPI分散FFTには対応していないものと承知しております。
このように外部ライブラリによる単純な置き換えが困難な箇所については、代替機能の新規
開発が必要となり、相応の工数を要します。
このような箇所についてもKokkos化を行うことを求められますでしょうか。
それとも、協議の上、Kokkos化の対象外とすることはあり得ますか。
また、性能上の理由からベンダー固有ライブラリや手書きCUDAカーネルを残す必要が生じ
た場合も、同様に協議の対象としてよろしいでしょうか。

ひとまず、作業の対象外とします。

4 3.6、3.2 計算機環境（理究）において、移植前のARGOTが既にビルドおよび実行可能な状態でしょう
か。

未確認です。

5 3.2 移植後のプログラムの評価につきまして、比較対象とする物理量と許容誤差は、どの程度ま
で許容されるでしょうか。

別途に (作業開始後に) 指示します。

6 3.3、1.8、5 3.3においてコーディングAIの利用が求められておりますが、コーディングAIのサービスに
ソースコードや作業資料を送信することは、1.8第1項に定める「第三者への開示」に該当い
たしますでしょうか。
該当する場合、甲の書面による事前の同意を、どのような手続きで頂戴すればよろしいかご
教示ください。

ARGOTのソースコードは公開情報ですので、該当しませ

ん。



項番 該当箇所 質問 回答

7 3.6、3.3 ご提供くださる計算機環境（理究）から、外部インターネットへの接続は可能でしょうか。
コーディングAIを当該環境上で直接実行できない場合、請負者の手元の環境でコーディング
AIを用いて開発を行い、成果物を当該環境へ転送してビルドおよび実行するという進め方で
差し支えないでしょうか。

可能です。

8 3.1 輻射流体シミュレー
ションコード ARGOTの
Kokkos移植

問題なく移植できたことの確認は、仕様書3.2の性能評価以外に、発注者からテスト項目など
の具体的な指示があるでしょうか。
また、発注者からの指示・または発注者と協議して決定したテスト項目以外のケースにおけ
る移植の問題が納品後に判明した場合も、「1.5 保証」に記載の無償修正の対象となるでしょ
うか。

リポジトリに格納されているすべてのサンプルデータに
対し、オリジナル (CUDA 版) による実行時の出力結果

と、別途に指定する誤差の範囲で一致することを条件と
します。移植の問題が納品後に判明した場合、無償修正
の対象としますが、厳密な条件については両者の協議に
依ります。

9 3.2 ARGOTの性能評価 性能評価に用いるデータや、確認すべき性能指標などは、発注者から具体的な指示があるで
しょうか。

上述の通り、リポジトリに格納されているすべてのサン
プルデータを対象とします。性能指標については、別途
に指示します。

10 3.3 AIの活用 使用するコーディングAIのモデルや契約形態に制約はあるでしょうか。
発注者側での同等環境構築等のために選択肢に制約がある場合は教えて頂きたいです。

特にありません。

11 3.4 Skill開発 最終的に、人が介入せずにAIがskill.mdを利用するだけで完成するものを目指すということで
しょうか。
また、その場合に本仕様を満たすの範囲は、3.2 ARGOTの性能評価も含めるのでしょうか。
もし含める場合、AI for Science開発用スーパーコンピュータ理究もしくは指定する計算機シ
ステムで利用可能なAIを教えていただけないでしょうか。

今後、他のアプリケーションをKokkosへ移植する際に利
用できるskill.mdを作成することが目的です。そして、
本作業の要件としては、今回の移植作業 (性能評価を含
む) を再現できることです。作業環境の計算機システム
から外部インターネットへの接続が可能ですので、任意
のAIを利用可能です。

12 3.4 Skill開発 skill.mdだけで開発を完結させる必要がありますか。
それとも、scripts/、references/、テンプレート等の補助ファイルを含めてもよいのでしょう
か。

はい、補助ファイルを活用する形態で構いません。

13 3.4 Skill開発 Skill実行時に利用可能なツール、CLI、ライブラリ、インターネット接続、MCP／コネクタ等
に制限はありますか。

特にありません。

14 3.4 Skill開発 AIへ指示した全てのプロンプトの履歴は、どの形式で保存・提出する必要がありますか。 任意の形式で構いません。

以上


	質問回答書

